
障害者支援

愛媛大学は、中期計画の中で 「身体に障害の

ある学生の受け人れ」を目標に掲げています。

この 目標を達成するために、「障害者修学支援委

員会」 を設置 し、聴覚や運動機能など身体に障

害がある学生 を対象 とした支援について全学的

に取 り組んでいます。 具体的には、共通教育科

目に 「ボランティア活動」を設けるなど、障害

者支援 ボランティアの育成と教員へのFD活 動

に取 り組んでいます。
バ リア フ リー調 査

スチ ューデ ン ト ・キ ャンパ ス ・

ボ ラ ンテ ィア

本 学 で は 、 教 職 員 と と も に

キ ヤ ン パ ス に お い て 様 々な 活

動 を行 うボ ラ ン テ ィ ア(ス チ

ュ ー デ ン ト ・キ ャ ンパ ス ・ボ

ラ ンテ ィア:SCV)を 組 織 化

して い ます。 「学 生 に よ る学生

支援 」 を 目指 し、 障 害 学 生 支

援 ボ ラ ンテ ィ アや キ ャ リア 支

援 ボ ラ ンテ ィ ア な ど、 現 在9

団体 が キ ャ ンパ ス で 元気 に 活

動 しています。SCVの 取紐は、平成16年 度文部科学省 「特色ある大学支援プログラム(特

色GP)」 に採択されました。写真は、平成17年 度の 「学生による学生支援シンポジウム」

の様子です。

学生 によ る学生支 援 シ ンボ ジ ウム

キャリア支援

本学では、3回 生を中心に就職活動の情報 を周知する 「就職ガイダンス」、就職活動を進

め る上 で必 要 となる 様 々 な

取 組(例 え ば、 エ ン トリー

シー トの 記 人や 面接)を 実

践 的 にサ ポ ー トす る 「就 職

セ ミナー」 を開催 して い ま

す。 また 、 業 界研 究 な ど も

学 外 か ら講 師 をお よび して

頻 繁 に 開 催 し て い ま す 。

1・2回 生 には 「進 路 ガ イ

ダ ン ス」 や 共 通教 育 で の キ

ャ リア 教 育 科目 も開講 して

お り、 充実 した キ ャ リア支

援 体制 を築 い て い ます。
就職 ガ イ ダンス

キ ャ ン パ ス 散 策(愛媛大学)

愛媛大学の沿革

愛媛大学は、昭和24年 に新制国立大学 として、松山高等学校、愛媛

師範学校、愛媛青年師範学校、新居浜工業専門学校を母体に文理学部、

教育学部、工学部の3学 部で発足 しました。昭和29年 には松山農 科大

学を母体とする農学部、昭和48年 には新設の医学部が加わ り、現在で

は法文学部、教育学部、理学部、医学部、工学部、農学部の6学 部 と大学院7研 究科か

らなる学生約1万 人を擁する四国最大の総合大学 とな りました。その問、社会の知的 ・

文化的水準の向上に貢献するとともに、様々な分野で多 くの優れた人材を世に送 り出し

てきました。

平成16年4月1日 、愛媛大学は国立大学法人愛媛大学となり、国の一機関の立場を離

れ独立した経営体として再出発することにな りました。この大変革期にあたり、「地域に

あって輝く大学」を目指す愛媛大学は、平成17年3月 、「愛媛大学憲章」を制定 し、地域

や国民の皆 さまの期待に応える人学を創造 しています。

愛媛大学は 「学生中心の大学」を目指 し、平成16年 王2月に学生支援セ ンターを設置 し

ました。学生支援センターが中心 となり、学生が入学から卒業まで安心 して充実 した大

学生活を送ることができる支援体制を構築しています。

愛 媛 大 学 ホ ー ムペ ー ジア ドレス http://www.ehime-u.ac.jp/
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イ ン ター ン シ ップ

本学 で は 、 松 山 市 内 にあ る 他 の3大 学 と

協 力 ・連携 の下 、 「愛 媛 県 内4大 学 イ ンター

ンシ ップ 連 絡 協 議 会 」 を設 置 し、 愛 媛 県下

にお け る イ ン ター ン シ ップ を 実 施 して い ま

す。 また 、 各 学 部 に お い て も独 自に専 門性

の 高 い イ ン ター ン シ ッ プ を 実 施 して お り、

そ の 他 個 人 で 自由 応 募 の形 態 で参 加 した学

生 を含 め れ ば 、 毎 年200名 程 度 の 学 生 が イ

ン ター ン シ ップ に参加 して い ます 。 写真 は、

愛 媛 県 内4大 学 イ ン ター ンシ ップ連 絡 協議

会 が行 っ た合 同説 明会 の 開会式 で す 。
イ ン ター ンシ ップ合 同説明会

サ ークル リー ダ ー研 修

本学 で は 、 課 外 活 動 で の ピ ア ・エ デ ュ ケ

ー シ ョンの促 進 を企 図 してサ ー ク ル リー ダ

ー の育 成 ・研 修 に力 を入 れ てい ます。 「サ ー

クル リー ダー研 修 」 は、 平 成17年 度 で34回

目の 開催 とな り、 毎 年 多 くの サ ー ク ル リー

ダーや そ の候 補 者 が 受 講 して い ます 。平 成

17年 度 は、 夏 休 み に 国 立大 洲 青 年 の 家 で2

泊3日 の 研 修 を 行 い ま した 。 非常 に タ イ ト

な ス ケ ジ ュ ー ル の 中 、 サ ー ク ル リー ダー た

ち は コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力 の 育 成 な ど多

くの プ ロ グ ラム を受 講 し ま した。

サ ー ク ル リー ダ ー研 修

学生相談の制度と窓口

本学には、全学生に対して担当教員を割 り当て、学生生活を支

援する制度があります。担当教員は、学生一人ひとりの状況に応

じて履修指導を行い学生生活について助言を与えています。ほと

んどの教員がオフィスア ワーを設定してお り、学生が教員のもと

を訪れやすい雰囲気が形成されています。

保健管理センターには、専門医や臨床心理士が常駐 し、健康や

心の相談に対応 しています。また、学生の様々な相談に対応する

窓口として 「学生何でも相談窓口」を設置し、学生が必要な時に

いつでも質問に来れるようにしています。本学には、学生ボラン

テ ィア団体によ

る相談室や、大

学院生による学

習支援などもあ

り、学生相互の

相談活動が盛ん

です。

学生何でも相談窓口

保 健管理 センター 大学院生による学習支援




